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田
楽
と
並
ぶ
町
の
特
産
品
「や
ま
め
」。
か
つ
て
は
国
か
ら
の
養
魚
資
　
凛酸
議

金
に
よ
り
、
県
内
で
も
７０
軒
近
く
の
や
ま
め
養
魚
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、
　

¨

や
ま
め
養
殖
の
難
し
さ
な
ど
か
ら
年
々
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
川
走
　
¨

川
の
渓
流
で
川
部
養
魚
場
を
営
む
川
部

一
美
さ
ん
は
「こ
の
仕
事
は
技

　
¨

術
力
と
営
業
力
、
両
方
備
わ
っ
て
い
な
い
と
続
か
な
い
」
と
話
し
ま
す
。
　

¨

や
ま
め
は
年
１
回
産
卵
し
、
年
１
回
の
餌
づ
け
で
成
長
さ
せ
て
い
　

¨

き
ま
す
。
し
か
し
、
生
き
物
を
扱
う
仕
事
に
苦
労
が
多
い
こ
と
は
言
　
¨

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
「体
質
の
弱
い
や
ま
め
で
す
。
水
温
、
水
質
　
¨

な
ど
や
ま
め
に
最
適
な
環
境
を
つ
く
る
よ
う
気
を
使

っ
て
い
ま
す
」

¨

と
川
部
さ
ん
は
話
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

そ
ん
な
川
部
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
は
、
「自
然
の
中
で
薬
を
使
わ
な
い
　

¨

魚
の
提
供
」。
こ
れ
か
ら
も
町
の
特
産
品
と
し
て
、
多
く
の
人
に
味
わ
っ
　

¨

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨
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1歳

お兄ちゃん、お姉ちゃんといつも

仲良く遊んでいます。

父 武田 憲一さん
母    優子さん

(高森・上町)

: はるな      ・:

武田′晴奈ちゃん自

高森町の人口の動き
世帯数/2,662戸 (-9)
男:3,610人 (-17)/女 :3,970人 (-7)
総 数/7,580人 (-24)
(平成17年 3月 31日 現在)

岩本 俊徳さん
高森・昭和 25歳

●お仕事

岩本自動車で働いてい

ます。

●趣味

野球。サ ッカー。 ドラ
ゴンクエストⅧ。

●一番やりたいこと

3害」、 3本、 30オ丁点、で
三冠王。ついでに奪三

振王。

●理想のタイプ
マリア・シャラポワっ

ぱい人。
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高森町マスコット

llO,549 +nrz+s,s'#ri

I菫:F生高森東小
。中学校がスター トしました。環境の変化

4ソ ロが 1つ のきっかけを与えると思います。子どもたちの

意識も変わり、意欲も湧いてくるのではないでしょうか。学

校、保護者、地域によるさらなる飛躍と発展を大いに期待し

たいものです。

」Ll心市街地を地域コミュニティの核として再生するには、
Ч
「
中心市街地で働いたり住んでいる人に限らず、住民全

体の理解と協力が不可欠です。住民全体の意識疎通を円滑に

し、中心市街地の活性化という共通の目標に向かって、一致

協力して取り組んでいきましょう。

■
翼 発行/高森町役場 編集/企画財政課

〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l  FAX0967-62-1174
印刷/(株 )熊本新生社印刷
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森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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基 基幹集落センター
芙 芙蓉館
朋 朋遊館

上…上町集会所
林 林業総合センター
温 高森温泉館

高 高森中学校

始
業
式
で
新
た
な
第

一
歩

新
入
児
７
人
も
元
気
に
入
学

４
月
８
日
、
高
森
東
小
学
校
始
業
式
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、

２
年
生
以
上
の
児
童
５３
人
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

始
業
式
に
先
立
ち
、
旧
草
部
南
部
小
学
校
児
童
と
高
森
東
小
学

校
児
童
の
対
面
式
が
行
わ
れ
、
旧
草
部
南
部
小
学
校
児
童
代
表
の

大
内
田
雅
代
さ
ん
が

「草
部

南
部
小
学
校
と
高
森
東
小
学

校
の
よ
き
伝
統
を
受
け
継
い

で
、
こ
の
学
校
を
も
っ
と
い

い
学
校
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
な
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

高
森
東
小
学
校
児
童
代
表
の

二
子
石
公
助
君
は
「い
ろ
い
ろ

な
行
事
や
部
活
で
仲
良
く
な

っ
て
、
い
っ
ぱ
い
遊
び
ま
し
よ

う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

始
業
式
で
は
、
山
内
校
長

が

「今
、
高
森
東
小
学
校
が

新
た
な
第

一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
高
森
東
小
学
校
を
よ
り
よ
い
学
校
に
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
語
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
担
任
の
先
生
が
紹
介
さ
れ
、

児
童
代
表
１０
人
が
１
年
間
の
目
標
を
発
表
し
ま
し
た
。

最
後
に
校
歌
を
全
員
で
合
唱
。
力
強
い
歌
声
が
体
育
館
い
っ
ぱ

い
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

４
月
Ｈ
日
に
行
わ
れ
た
入
学
式
に
は
、
元
気
な
７
人
の
新
入
児

が
入
学
し
ま
し
た
。

●●

１６
人
の
新
入
生
を
迎
え

さ
ら
な
る
飛
躍
と
発
展
を
誓
う

４
月
・１
日
に
行
わ
れ
た
高
森
東
中
学
校
入
学
式
に
は
、
全
校
生
徒
と

教
職
員
、
保
護
者
や
来
賓
な
ど
約
１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

新
入
生
氏
名
点
呼
で
は
、
担
任
の
先
生
か
ら
・６
人
の
新
入
生

一
人
ひ

と
り
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
新
入
生
は
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し

た
。徳
渕
校
長
は

「高
森

東
中
学
校
は
地
域
の
思

い
や
期
待
を
受
け
、
未

来
に
向
か

っ
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
学

校
で
す
。　
一
日
も
早
く

中
学
校
生
活
に
慣
れ
、

勉
強
や
部
活
動
、
生
徒

会
活
動
等
に
取
り
組
ん

で
い

っ
て
く
だ
さ
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

新
入
生
代
表
の
本
田

陽
亮
君
が

「
１６
人
の
仲

間
と
協
力
し
、
何
事
に

も
勇
気
を
持

っ
て
頑
張

る
こ
と
が
で
き
る
人
に

な
れ
る
よ
う
努
力
し
ま

す
」
と
宣
誓
。
続
い
て
、
生
徒
会
長
の
伊
藤
梓
さ
ん
が

「皆
さ
ん
は
新

生
高
森
東
中
学
校
の
最
初
の
新
入
生
で
す
。
早
く
学
校
に
慣
れ
て
、
楽

し
い
学
校
生
活
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
私
た
ち
と

一
緒
に
新

し
い
高
森
東
中
学
校
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を

送
り
ま
し
た
。

最
後
に
出
席
者
全
員
で
校
歌
を
合
唱
し
、
高
森
東
中
学
校
の
さ
ら
な

る
飛
躍
と
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

●●

あり蒟が`どう

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>甲斐 みち 本多善忠
<一般寄付>佐伯 秀子

高森保育園保護者会一同

■広報送料寄付

吉村 京子 (鹿児島県鹿児島市)
田上 顕雄 (熊本市花園)
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2005年 3月 受付分 (敬称略)

[死亡者]

高橋 恭利
二子石 光
藤澤  僚
丹  氏晴
野尻イツヨ

甲斐 敬二
佐藤アサノ

本多 隆洋

[御遺族]

高橋ケサエ

ニ子石鉄幸

藤澤ツヤコ

丹  キス
野尻 洋吉
甲斐 みち
佐藤 秀生
本多 善忠

[年齢]

78

97

81

95

69

81

77

40

[住 所 ]

高 森 。下 町

草 部 。小 崎

高 森・ 横 町

色 見 ・ 山 鳥

高 森 。下 町

永野原 ,永野原

下 切。所尾野
矢津田・赤羽根
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5/量呻 霧膠
心配ごと相談/
芙 13:00～ 9:30～

どぎゃん会/朋

1.・
‐
■

1 ■,__・

万年青会 /上
10:00^ヤ

友遊クラブ/朋
13:30～

嗜3

林

鰺楊
日 高森温泉館休館日

予防接種

:静

友遊クラブ/朋
13:30～

談 /

盆

林

〆ヽプ鶴

∠蜃

高森中学校体育

祭/高

8:00～

マタニテ ィ料理

教室/林
11:00～

役場支払 日

機能訓練あゆみ会/
温 13:30^シ

友遊クラブ/月月
13:30^―

育児・児童相談

/芙: 13:00～

.■
■・■

■|| 夕彊
ペット相談/芙
13:00～

ハ、 ノ ー
0/

♂鶴
ノ
臨 :

診健月か

　

＞〈

６

　

　

叡

け
沸
Ｂ

鑽礫
写

′ふ

芙

配ごと相談 /
13:00～

どぎゃん会/朋
9:30^V

●・|
■1

万年青会/上
10:00～

友遊クラブ/朋
13:30～

T akarnori alendar たかもリカレンダー  ■5月 8日～6月 11日
||1瑕薇

新しい仲間とともに
草部南部小学校と統合した高森東小学校、草部中学校と統合した高森東中学校。両校ではそれぞれ始業

式、入学式が行われ、児童・生徒や教職員が学校の新しい歴史・文化の創造に気持ちを新たにしていました。

4月 12日からは通常の授業もスタートし、子どもたちは元気いっぱいに新しい学校生活を送っています。

□ 目 ■ 圏

__・■■‐■■■・‐‐・ |・

__Ⅲ■■■|■|■■_・―‐

"日

日■口

融ヽ

■
１
１

■
Ｅ
ｌ

Sun

福寿草の会 /基
10:00～

狂犬病予防接種

友遊クラブ/朋
13:30～

年金相談/林
10:00～ 15:00

パパママセミナ

ー/林
19:30～

14

21

28

Tれ萎 囲■圏 土|||||||||||||||||||||||||||||||‐|||‐|||||‐‐‐|‐|‐‐|‐||| |

役場支払日

マタニティ
11 :00～
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。
国
税
（相
続
、
贈
与
税
等
）
、
地
方
税

及
び
帳
簿
等
の
記
帳
方
法

○
対
象
者

生
活
衛
生
関
係
営
業
者
ま
た
は
開
業

予
定
の
方

（飲
食
関
係
営
業
、
食
肉
販
売
、

理
容
、
美
容
、
旅
館
ホ
テ
ル
公
衆
浴
場
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
映
画
館
）

○
相
談
回
答
指
導
者

指
導
セ
ン
タ
ー
経
営
指
導
員

○
日
　
時
　
５
月
‐６
日

（月
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

○
場
　
所
　
阿
蘇
保
健
所

○
生
衛
融
資

（国
民
生
活
金
融
金
庫
）

融
資
利
率

。
組
合
員
の
方
　
年
０
，
７
５
％
～

。
以
外
の
方
　
年
１
・６
５
％
～

（平
成
１７
年
３
月
Ｈ
日
現
在
）

※
指
導
セ
ン
タ
ー
は
、
生
活
衛
生
関
係
営

業
者
の
経
営
の
改
善
、
健
全
な
発
展
等

を
支
援
す
る
公
的
な
機
関
で
す
。

漑
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
熊
本
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

６

２

１

３

０

６

１

ＴＥＬ

６

２

‐

０

３

８

６

０
山
室
英
子
さ
ん

（大
字
色
見
）

ＴＥＬ

６

２

１

１

１

３

６

０
本
多
善
忠
さ
ん

（大
字
矢
津
田
）

Ⅲ
６
４
‐
０
４
１
０

０
馬
原
清
二
さ
ん

（大
字
津
留
）

ＴＥＬ

６

５

‐

０

０

０

３

「
少
額
ト
ラ
ブ
ル
ー
ー
０

無
料
相
談
会

番
」

○
日
　
時
　
５
月
１４
日

（土
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

○
場
　
所
　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

（熊
本
市
大
江
４
‐
４
‐
３４
）

○
内
　
容

１
４
０
万
円
以
下
の
ト
ラ
ブ
ル
に
法
的

ア
ド
バ
イ
ス

○
相
談
電
話

皿
０
９
６
‐
３
６
４
‐
０
８
０
０

０
相
談
方
法

面
接

・
電
話

（双
方
随
時
受
付
可
能
）

晰
お
問
い
合
わ
せ
先

司
法
書
士
　
村
山
鉄
次

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

７

０

‐

４

７

５

０

●

■

「男
冊
〓
Π≧
■
，

■
，
３
」

音
楽
で
つ
く
る
地
球
の
あ
し
た

○

日

　

時

　

５

月

２１

日

（
土

Ｙ

２２

日

（
日

）

○
会
　
場

熊
本
県
野
外
劇
場
　
「ア
ス
ペ
ク
タ
」

○
入
場
料
金

。
前

売

券
　
６
、
０
０
０
円

。
当

日

券
　
７
、
０
０
０
円

（２
日
間
通
し
券
の
み
）

※
中
学
生
以
下
半
額
、
未
就
学
児
童
無
料

○
出
演
予
定
者

五
木
ひ
ろ
し
、
八
代
亜
紀
、
堀
内
孝
雄
、

中
西
圭
三
、
島
津
亜
矢
、
華
原
朋
美
、
岡

本
知
高
、
地
元
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
舞

踊
グ
ル
ー
プ
、
民
謡
グ
ル
ー
プ
、
中
学
高

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
モ
ン
ゴ
ル
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
　
ほ
か

※
野
尻
川
上
神
社
獅
子
舞
も
出
演
予
定
で

す
。

輻
お
問
い
合
わ
せ
先

〇
刀
岡
田
Ｚ

田
＞
刀
引
Ｉ

Ｎ
一
菫
勇
務
］同

ＴＥＬ

０

３

‐

３

４

７

０

‐

５

６

７

６

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知
で
す
か

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。

高
森
町
に
は
、
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
４
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
い
ま
す
。

○
松
岡
典
子
さ
ん

（大
字
高
森
）

_E_

高森東月 学`校 6年生

安藤  青目哉 君 (河原・黒岩)

今年から統合し、人数

が増えてうれ しいです。

今まで以上に楽しい学校

にしていきたいです。 6

年生は 11人 ですが、僕

たち 6年生で頑張って学
校全体を引っ張ります。

■

高森東中 学校 3年生

下 田 優生 君 (尾下・百刈)
僕たちの高森東中は

草部中と統合 して新た

なスター トを切 りまし

た。たくさんの友だち

を作って、楽 しい学校

生活を送っていきたい

と思っています。

目

_E

高森東月 学`校  6年生

前村 渚紗 さん(芹口・菅の追)
私は一日も早く新しい

友だちと仲良くなり、勉

強やスポーツを一生懸命

頑張 りたいです。そして

草南小と東小の伝統を受

け継ぎ、もっと素晴らし

い学校にしたいです。

■

高森東中 学校 3年生

工藤 優子さん(菅山・水湛)
草部中と高森東中が統

合して新しい生活が始ま

りました。不安な気持ち

もありますが、時と共に

お互いに仲良くなってい

す。 これか らを大切に

しく過ごしたいです。

●   ●

パ
」θ
%

藤 本 医 院

平 田 医 院

馬 原 内科 医 院

立 野 病 院

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

■

／

′

ヽヽ
θ

5月 15日

5月 22日

5月 29日

6月 5日

6月 12日

6月 19日

6月 26日

24時間電話を通して健康をお届けします。

◎ 5月のテーマ
魃月曜日 うおの目

輻火曜日

甲状腺機能低下症

躙水曜日

若いのに髪が抜ける

h木曜日 国が乾くのは病
気でしょうか ?

巫金曜日     かいせん
集団生活で問題となるが癬

●」ヒ曜日・ 日曜日

性教育シリーズ⑫

ヽ

健康問題を

24時間 .

日審わ
`,で

お選
''し
ます

T肌 67-0020

TEL 62-0216

TEL 62-0646

T肌 68-0111

TEL 62-0378

T肌 62-3351

TEL 67-1777

本
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じ
し
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ハ月
♂
〕

蓼

【
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♂

口`回
．
　

出嘔

鮨
〓

躁ず

　

・

躙
Ｆ

¬

ヽ
鯰

盟

隠

¬ｌ
Ｌ

日
目

Ｌ

警
請

１

１
理

「

骰
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曲
　
　
　
疇
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診療は午前9時から午後5時まで
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児
童

６０
人
、
教
職
員

１０
人
で
新
生
高
森
東
小

学
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。

統
合
に
よ
り
児
童
数
が
増
え
、
今
ま
で
で
き
な

か

っ
た
取
り
組
み
が
で
き
る
こ
と
に
喜
び

を
感

じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
さ
を
活
か
し
、
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

統
合
で
重
要
な
こ
と
は
、
児
童
が
仲
良
く
活
動

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
児
童
が
仲
良
く
な

る
こ
と
で
、
保
護
者
も
仲
良
く
な
り
、
学
校
と
地

域
が

一
体
と
な
っ
て
教
育
に
当
た
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
し
て
学
校
、
地
域
の
よ
さ
を
多
方
面
に

熊
本
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
で
は
、

子
ど
も
は
み
ん
な
の
子
ど
も
、
地
域
社

会
の
宝
と
し
て
青
少
年
を
み
ん
な
で
守

り
育
て
る
と
い
う
運
動
に
賛
同
し
て
、

で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
し
て
も
ら
え
る

大
人
を

「
み
ん
な
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば

さ
ん
」
会
員
と
し
て
広
く
募
集
し
ま
す
。

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
こ
と
を
、

で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
し
て
い
た
だ
け

る
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

漑
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

３

‐

１

１

１

１

（内
線
７
４
０
９
）

肝
難
Ｆ
〓
ｒ
熊
本‐‐‐‐０
スギ‐‐‐‐‐柱
材‐‐‐‐‐

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会
で
は
、
県

内
で
木
造
住
宅
を
新
築
さ
れ
る
方
に
、

乾
燥
ス
ギ
柱
材
を
無
償
で
提
供
す
る

「く

ま
も
と
木
の
住
ま
い
づ
く
り
推
進
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

熊
本
の
気
候
に
合

っ
た
県
産
木
材
で

家
を
建
て
ま
し
よ
う
。

〇
提
供
す
る
木
材

１２

ｃｍ
角
ま
た
は
１０

・
５

ｃｍ
角
で
、
長

さ
３

ｍ
。
新
築
の
個
人
住
宅
１
戸
当
た

伝
え
広
め
る
こ
と
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
情
報
の
発
信
、
発
信
源
と
な
る
こ
と

で
地
域
に
根
づ
い
た
学
校
に
な
る
か
ら
で
す
。
さ

ら
に
は
小
中
学
校
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、
子
ど

も
た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
夢
に
挑
戦
し
て
い
け
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

少
人
数
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
活
動
を
取
り

込
み
、
児
童
に
生
き
る
力
を
育
ん
で
い
く
と
と

も
に
、
地
域
を
誇
り
に
思
い
、
地
域
で
学
ん
だ

こ
と
に
愛
情
を
持
ち
、
未
来
を
切
り
開
い
て
い

く
素
晴
ら
し
い
人
材
を
育
て
て
い
く
た
め
、
全

職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

●●

り
９０
本
を
上
限
。

○
募
集
戸
数

年
間
１
５
０
戸

○
募
集
期
間

第
１
回
５
月
３０
日

（月
）
～
６
月
１０
日

（金
）

第
２
回
８
月
１
日

（月
）
～
８
月
１２
日

（金
）

第
３
回
１０
月
３
日

（月
）
～
１０
月
‐４
日

（金
）

第
４
回
Ｈ
月
２８
日

（月
）
～
１２
月
９
日

（金
）

な
お
問
い
合
わ
せ
先

（社
）
熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会

Ⅲ
０
９
６
‐
３
８
２
‐
７
９
１
９

○
試
験
日
　
８
月
‐６
日

（火
）

○
会
　
場
　
熊
本
県
立
大
学

○
受
験
資
格

中
学
校
卒
業
程
度
で
、
飲
食
店
や
給
食

施
設
等
で
２
年
以
上
の
調
理
実
務
経
験
の

あ
る
方

○
願
書
受
付

６
月
６
日

（月
）
～
６
月
１０
日

（金
）

○
願
書
配
付

各
保
健
所
、
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課
等

○
提
出
先

・
熊
本
市
外
の
県
内
居
住
者
…
県
保
健
所

。
熊
本
市
居
住
者
…
熊
本
市
保
健
所

謳
お
問
い
合
わ
せ
先

始
業
式

・
入
学
式
を
終
え
、
授
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
生
徒
た
ち
の
表

情
を
見
る
限
り
、
特
に
変
わ
っ
た
様
子
や
違

和
感
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に

一
安
心
し
て

い
ま
す
。

統
合
に
よ
っ
て
生
徒
数
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
り
、
生
徒
主
体
と
な
る
活
気
あ
る
授
業

が
展
開
さ
れ
、
さ
ら
に
対
外
競
技
、
部
活
動

等
で
よ
い
結
果
が
出
て
新
し
い
高
森
東
中
学

校
の
礎
が
築
か
れ
る
、
そ
ん
な
ス
タ
ー
ト
の

一
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
精
神
的
に
不
安
定
に
な
る
生
徒
が

●

阿
蘇
保
健
所

■
０
９
６
７
‐
３
２
‐
０
５
３
５

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

３

‐

１

１

１

１

（内
線
７
０
７
４
・７
０
７
５
）

熊
本
県
で
は
、
保
育
士
の
資
格
取
得

試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

○
試
験
日
等

筆
記
　
８
月
３
日

（水
）
。
４
日

（木
）

実
技
　
１０
月
中
旬

○
受
験
申
込
受
付
期
間

５
月
９
日

（月
）
～
５
月
２０
日

（金
）

○
受
験
申
込
書
の
入
手
方
法

受
験
申
込
書
に
つ
い
て
は
５
月
・３
日

（金
）
ま
で
配
付
し
ま
す
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

３

‐

１

１

１

１

（内
線
７
１
２
５
）

保
育
士
試
験
準
備
講
習
会

○
受
講
対
象
者

平
成
１７
年
度
保
育
士
試
験
受
験
希
望

者
及
び
、
今
後
保
育
士
資
格
取
得
を
目

指
し
て
い
る
方

○
受
付
期
間

５
月
２３
日

（月
）
～
６
月
１０
日

（金
）

平
成
１７
年
度

出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、指
導
に
当
た
る
教
師

一
人
ひ
と
り
が
、

ち
よ
っ
と
し
た
生
徒
の
変
容
や
悩
み
等
を
素

早
く
察
知
す
る
感
性
を
持
ち
教
師
間
の
情
報

交
換
に
努
め
な
が
ら
、
職
員
が
一
体
と
な
る
指

導
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
保
護
者
及
び
地
域
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
広
い
視
野
に
立
っ
た
ご
理
解

と
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
森
東
中
学
校
を
母
校
と
す
る
生
徒
た
ち
の

た
め
、
職
員

一
同
、
金
力
で
教
育
活
動
に
精
励

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
開
催
期
間

７
月
４
日

（月
）
か
ら
７
月
２２
日

（金
）

ま
で
の
６
日
間
程
度

○
講
習
科
目

筆
記
試
験
科
目
　
９
科
目

実
技
試
験
科
目
　
３
科
目

○
会
　
場

熊
本
県
民
交
流
会
館
パ
レ
ア

（熊
本

市
水
道
町
）
及
び
、
熊
本
テ
ル
サ

（熊

本
市
水
前
寺
）

鰺
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
福
祉
人
材

・
研
修
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

２

２

１

８

０

７

７

売
上
げ

の
伸
び
悩
み
や
資
金
繰
り
に

苦
労
し
て
い
る
方
、
店
舗
建
替

。
改
装

・

移
転

・
支
店
増
設
予
定
の
方
、
事
業
の

見
直
し
や
新
し
く
事
業
を
始
め
る
方
、

ま
た
、
税
金

・
帳
簿
で
苦
労
し
て
い
る

方
等
に
朗
報
で
す
。

日
頃
、
営
業
の
中
で
の
問
題
点
、
経

営
の
あ
り
方
、
方
針
等
お
悩
み
の
方
は

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
相
談

（相
談
料
無
料
）

に
お
答
え
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
相
談
内
容

。
経
営
全
般
、
特
に
店
舗
等
の
経
営
診

断
、
分
析
及
び
経
営
情
報
の
提
供

・
資
金
需
要
に
対
す
る
国
民
生
活
金
融

公
庫
の
利
用
方
法

■
望
目
■
■

域
に
根
ざ
し
た
高
森
東
小
学
校
●00

森
東
中
を
母
校
と
す
る
生
徒
た
ち

●

／
４21 TAICAMC)RI′ r()珀7N■2005.5
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「
み
ん
な
の
お
じ
さ
ん
。

会
員
募
集

お
ば
さ
ん
」
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山内
・
新功 高森束小学校長
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L

高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長

田
　
研
　
一

ル
ム
ー
ん
ｒ
ヽ

草
部
吉
見
神
社
か
ら
、
神
の
文

字
を
と
り
、一

古
典
漢
語

文
化
を
ゆ
・つ
す
る
民

社
と
表
現
。
「ク
ニ
」
で
も
あ
．鶴

ま
し
た
。
い
に
し
え
、
草
部
に
は
、

高
度
な
自
治
が
、
あ
り
ま
し
た
。

火
山
活
動
に
よ
る
隆
起
陥
没
を

繰
り
返
し
、
阿
蘇
の
山
々
が
今
の

形
を
成
す
頃
、
草
部
吉
見
社
の
民

は
、
外
輪
に
位
置
す
る
高
台
よ
り
、

そ
れ
を
望
み
見
て
い
た
の
で
あ
り

ま
す
。
恐
れ
し
山
々
よ
、
安
息
な

れ
と
願
い
、
祈
り
、
祭
祀
が
あ
り

ま
し
た
。
考
古
学
的
発
見
は
突
然

で
あ
り
ま
す
。
草
部
柿
迫
か
ら
、

未
加
工
の
成
人
の
手
の
ひ
ら
大
、

黒
曜
石
が
大
量
に
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
量
は
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

一
台
分
。
草
部
は
お
ろ
か
県
内
に

は
産
し
な
い
そ
の
黒
曜
石
は
、
人

の
手
に
よ
っ
て
運
ば
れ
集
め
ら
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
大
分
姫
島
産

か
瀬
戸
内
産
で
あ
る
と
さ
れ
る
そ

の
原
石
が
、
こ
の
地
ま
で
ど
の
様

に
し
て
運
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

ヽ

■
１
′

σ

ノ

そ
の
量
は
勿
論
の
こ
と
、
石
器
人
に

と
っ
て
、
鉄
器
と
変
わ
ら
ぬ
、
鋭
利

が

に
よ
る
石
器
を
持

生
死
を
分
け
る
、

し
て
権
力
で
あ
り
ま
し
た
ｃ

草
部
を
起
点
と
し
て
、
九
州
中

央
山
地
を
飛
び
回
っ
た
狩
猟
石
器

人
。
彼
ら
が
持
ち
帰
る
毛
皮
は
貴

重
な
交
易
品
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
最
も
重
要
な
の
は
、
こ
の
地

に
於
け
る
人
々
の
営
み
に
、
そ
の

交
易
或
い
は
目
的
と
し
て
、
塩
を

得
る
。
古
代
草
部
の
繁
栄
は
、
黒

曜
石
に
よ
る
交
易
と
、
塩
で
あ
り

ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
黒
曜
石
を
持
ち
得

た
草
部
の
先
人
。
そ
の
集
積
し
う

る
能
力
は
、　
一
体
何
で
あ
っ
た
の

で
し
よ
う
。
柿
迫
遺
跡
は
、
草
部

吉
見
神
社
前
を
ぬ
け
、
三
郎
神
社

を
右
手
に
、
左
に
折
れ
る
道
沿

い
、
天
に
も
至
る
棚
田
が
広
が
る

手
前
、
民
家
の
入
口
付
近
に
あ
り

ま
す
。
阿
蘇
の
各
地
で
、
そ
の
量

は
は
る
か
に
少
な
く
と
も
、
黒
曜

石
の
原
石
が
発
見
さ
れ
ま
す
。
き

指
腱
輔
‐

ｍ
一攣
匡
働
麟
日郵

む
□
餞

・
■

ま
っ
て
展
望
が
き
き
、
見
晴
ら
し

が
い
い
高
台
、
猟
場
で
あ

っ
た
の

で
し
ょ
う
。
私
が
此
処
で
特
記
し

た
い
の
は
、
発
見
さ
れ
る
そ
の
様

な
場
所
は
、
凡
そ
人
々
の
生
活
の

痕
跡
を
見
つ
け
る
こ
と
な
ど
出
来

な
い
、
狩
猟
原
野
地
帯
。
し
か
し

柿
迫
に
は
、
そ
の
周
囲
の
畑
地
か

ら
、
縄
文

・
弥
生
の
土
器
片
と
磨

製
石
器

。
か
ま
ど
跡
が
出
土
、
定

住
社
会
が
あ
り
ま
し
た
。
丹
念
に

目
を
凝
ら
さ
な
く
と
も
、
容
易
に

そ
の
土
器
片
を
今
で
も
発
見
す
る

事
が
出
来
ま
す
。
そ
の
畑
地
前
方

に
は
、
深
い
川
走
り
川
が
東
西
を

分
け
る
よ
う
に
走
り
、
逆
Ｕ
字
の

先
端
付
近
に
位
置
す
る
柿
迫
は
、

前
方
が
深
く
落
ち
込
み
、
背
後
が

三
郎
神
社
と
草
部
吉
見
神
社
。
地

形
的
に
自
然
の
要
塞
と
し
て
、
重

要
な
位
置
で
あ
り
ま
し
た
。

八
代
平
野
か
ら
、
氷
川

・
緑
川

一
体
に
勢
力
を
ふ
る

っ
た
異
族

「火
の
君
」
と
の
抗
争
が
、
川
走

り
川
を
挟
み
、　
一
進

一
退
の
攻
防

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
武
装
し
黒

曜
石
に
よ
る
槍
を
携
え
た
古
代
の

兵
が
、
そ
の
土
器
片
が
出
土
す
る

丘
か
ら
、
霞
む
前
方
に
目
を
凝
ら

す
、
そ
ん
な
情
景
が
、
時
を
越
え

て
も
見
え
る
様
な
気
が
し
ま
す
。

黒
曜
石
は
、
そ
の
後
の
草
部
い

や
阿
蘇
そ
し
て
県
境
を
越
え
て
の

歴
史
を
、
大
き
く
動
か
し
た
と
い

え
ま
す
。
草
部
下
切
地
区
に
、
「朱

詰
の
塚
古
墳
」
が
あ
り
ま
す
。
小
高

い
丘
頂
上
付
近
に
あ
る
の
で
す
が
、

今
で
こ
そ
行
政
的
に
宮
崎
県
高
千

穂
町
と
分
か
ち
合
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
こ
の
あ
た
り
は
同

一
の
文
化

形
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
号
で
、
「短
甲
」

の
話
、
甲

冑
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
ま
だ
九
州
で
は
発
見
さ
れ
て
い

な
い
、
考
古
学
的

に
非
常
に
貴
重
な

遺
物
で
あ
り
、
そ

れ
と
共
に
、
も
う

一
体
、
矢
じ
り
が

銅
部
分
を
貫
通
し

て
い
る
鎧
が
あ
り

ま
し
た
。
相
当
な

戦
闘
と
、
こ
れ
だ

け
の
甲
冑
を
身
に

ま
と
え
る
人
物
が

草

部

に

い

ま

し

た
。
そ
れ
は
有
史

前
。
や
が
て
吉
見

社
は
、
日
下
部
の

称
号
と
と
も
に
、

神
社
形
態
を
も
ち

ま
す
。
恐
れ
し
火
吹
く

山
静
ま
れ
と
、
中

央
よ
り
使
わ
さ
れ
た
阿
蘇
家
の

人
々
。
い
ま
も
息
づ
く
阿
蘇
神
社

祭
事
の
数
々
に
、
草
部
よ
り
も
た

ら
さ
れ
た
多
く
の
形
と
心
は
、
阿

蘇
に
生
き
る
と
す
る
阿
蘇
家

の

人
々
に
、
そ
れ
は
風
土
に
根
付
い

た
指
南
書
で
あ
り
ま
し
た
。
交
流

が
黒
曜
石
の
集
積
と
、
高
度
な
文

化
を
は
ぐ
く
み
、
幾
千
年
今
も
息

づ
く
阿
蘇
家
の
伝
統
は
、
草
部
の

先
人
が
つ
く
り
上
げ
た
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。
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高
森
東
小
学
校
に

６
台
の
一ス
タ
ー
ル
バ
ス
が
入
っ
て
く
る
。

従
来
ま
・で
の

・
　

　

　

―
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●
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●

河
原
線
，
津
留
線
「
草
部
北
部
線
。

そ
し
て
新
た
に
加
わ
っ
た

菅
曲
線
、
水
湛
線
、
小
崎

・
芹
回
線
。

バ
ス
か
ら
降
り
て
く
る
子
ど
も
た
ち
は
、

み
ん
な
同
じ
一笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
。

一
緒
に
生
活
を
始
め
て
か
ら

ま
だ
日
は
浅
い
。
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■
し
、
オ」れ
な
ら
ヽ
■
い
‐‐ら
ぬ
い
。

そ
ん
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
。

昨
日
よ
り
も
今
■
一一　
　
　
一

今
日
よ
り
も
明
日
と

少
し
ず
つ
、
そ
し
て
確
実
に

‐　
　
　
　
　
　
　
・
●
一
．　
　
　
　
　
　
　
・

そ
の
距
離
は
近
づ
い
て
い
る
。

‐新
性
高
森
床
い
■
勢
詳
一毅
一

こ
こ
で
た
く
さ
ん
の
夢
を
見
よ
う
。

新
し
い
仲
間
と
と
も
に
―

―
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サ
冬 劇ト

¬甲軍

躍 ■

1自動車税・軽自動車税   |
L及 び自動車取得税について」
◎自動車税・軽自動車税の納付は 5月 末までに

自動車税・軽自動車税の納税通知書を 5月初めにお送

りしています。納期限の 5月 31日 (火 )ま でに、下記の

納付場所で納めていただきますようお願いします。

○自動 車 税…最寄りの金融機関、各地域振興局税務

課、熊本県税事務所、 自動車税事務所
○軽自動車税…最寄りの金融機関、高森町役場、各出張所

◎環境への配慮から自動車税が増減されます

環境への配慮から、排気ガスや燃費性能が優れた環境

負荷の小さい自動車 (新車)は自動車税が軽減され、一定

年数を経過した環境負荷の大きい自動車は自動車税が加

算されます。

なお、自動車税が加算される自動車は、新車新規登録

から11年を過ぎたディーゼル車及び13年を過ぎたガソ

リン・LPG車 で、年限を経過した翌年度から抹消登録
されるまで、 自動車税が約10%増額されます。
※平成17年度に自動車税が加算される自動車

○ディー ゼ ル車…平成 6年 3月 31日 以前に新車新

規登録された自動車

○ガソリン・LPG車…平成 4年 3月 31日以前に新車新
規登録された自動車

◎自動車税・軽自動車税及び自動車取得税の減免について

身体障害者等が所有されている自動車・軽自動車につい

ては、障害の程度、使用の目的等によって、自動車税・軽

自動車税及び自動車取得税が減免されることがあります。

減免の申請には期限があり、 4月 1日現在で自動車を

お持ちの方は 6月 30日 、軽自動車をお持ちの方は 5月

24日 が申請期限です。

また、 4月 1日 以降に自動車を登録された方は、登録
された日の翌日から30日 以内が申請期限となっていま

すのでご注意ください。

お問い合わせ先

(自 動車税・自動車取得税 )

熊本県阿蘇地域振興局税務課

TEL0 9 6 7-22-1111(内線 324)
(軽自動車税 )

高森町役場税務課町民税係

TEL 6 2-1111(内 線 165)

史碁
POETRY PAGE

一青
春
し
よ
う
　
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
借
り
て
き
た

人
材
不
足
　
頭
数
だ
け
揃
え
て
も

奥
座
敷
　
国
会
審
議
笑
い
よ
る

結
果
が
す
べ
て
　
見
る
も
無
惨
な
二
段
腹

そ
と
つ
ら
　
　
　
　
　
　
つ
く
ろ

あ
あ
た
ば
か
り
が
　
外
面
ば
か
り
繕
う
て

青
春
し
よ
う
　
フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
雑
誌
買
い
込
ま
す

人
材
不
足
　
社
長
も
乗
ら
す
ク
レ
ー
ン
車

素
茶

一
杯
　
せ
っ
か
く
な
ら
ば
酒
が
え
え

奥
座
敷
　
こ
こ
が
汚
職
の
震
源
馳

あ
あ
た
ば
か
り
が
　
退
職
金
な
零
か
い
た

佐
楢
見
乱
坊

後
藤
　
愛
子

渡
辺
　
雲
海

後
藤
　
信
子

松
山
キ
ヨ
子

佐
藤
多
可
雄

馬
原
　
馬
笑

佐
藤
　
重
信

岡
本
　
琴
司

上
井
加
根
女

暖
か
し
四
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
め
く
り
け
り

廃
校
の
水
仙
み
ご
と
行
儀
良
く

こ
ぶ
し
咲
く
野
尻
の
春
は
か
け
足
で

花
満
ち
し
今
日
を
被
に
誘
わ
れ
て

烏
帽
子
岳
野
焼
の
煤
の
飛
ん
で
く
る

思
い
き
り
過
去
と
別
れ
て
花
の
下

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
ず
枝

甲
斐
し
ず
子

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女

野
尻
　
美
穂

●

●

人
材
不
足
　
外
人
枠
も
広
げ
な
ん

素
茶

一
杯
　
説
教
聞
き
ィ
来
た
如
た
る

結
果
が
す
べ
て
　
地
位
は
後
か
ら
付
い
て
く
る

青
春
し
よ
う
　
残
り
火
の
燃
え
尽
き
る
ま
で

桐
原
　
白
酔

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

浦
塚
　
南
天

肥

後

狂

句

五
　
月

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）
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の
中
で
独
自
の
文
化
や

．

一壌
輔
限
」

べ
毒
場
所
での

市
町

訓
シ
ョ
ン
一

遅
れ
一
商
業
一

七

↑

中

心

メ

ー
‐
―
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ｌ
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′

と
高
齢
沼
・遺
ｔ
●
●

の
」表
退

・

化
と
い
う‐
問
題
が
深
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嘔
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て
い
ま
す
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実
現
ｔ
大
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・劇
を
保
掟

す
場
所
で
す
　
　
　
●
一
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〓
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時
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目
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剛
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ニ
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す
な
わ
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人
が
住
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育
ち
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学
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、

働
き
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生
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申
告
納
税
制
度
を
支
え
る
た
め
に

我
が
国
の
税
制
は
、
自
分
の
所
得
や
財
産
な
ど
の
状
況

を
最
も
よ
く
知

っ
て
い
る
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
、
自
ら
税

法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額
を
計
算
し
て
正
し
い
申

告
と
納
税
を
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
お

り
、
昭
和
２２
年
に
我
が
国
に
導
入
さ
れ
、
既
に
５０
年
以
上

経
過
し
ま
し
た
。

税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制
度
の
基
本
で
あ
る

「正
し

い
申
告
と
納
税
」
の
た
め
に
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
や

税
負
担
の
公
平
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も

申
告
納
税
制
度
の
主
役
は
納
税
者
の
皆
さ
ん
で
す
。

そ
こ
で
、
税
務
署
で
は
、
税
理
士
会
、
日
本
税
務
協
会
、

青
色
申
告
会
、
法
人
会
、
間
税
会
、
納
税
貯
蓄
組
合
等
の

関
係
民
間
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
申
告
納
税
制

度
が
円
滑
に
機
能
し
、
更
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

※
税
務
書
で
は
、
税
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
児
童

・
生
徒
や
社
会
人
の
方
な
ど
を
対
象
に

「租
税
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「租
税
教
室
」
の
開
催
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
阿
蘇

税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
１

平
成
１７
年
度

熊
本
県
警
察
職
員
採
用
試
験

●

′レ
ノヽ

災

原

因

調

査

○
現
場
保
存

建
物
火
災
鎮
火
後
の
、
火
災
調
査
の
た
め
の
現
場
保
存

の
範
囲
に
つ
い
て
の
原
則
は
、
焼
損
、
破
損
及
び
水
損
箇

所
の
す
べ
て
で
す
が
、
罹
災
者
の
立
場
、
危
険
箇
所
及
び

発
見
者
の
供
述
等
を
考
慮
し
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、

必
要
最
小
限
度
と
な
る
よ
う
に
捜
査
機
関
と
協
議
し
て
決

定
し
ま
す
。

○
実
況
見
分
実
施
時
期

消
防
機
関
の
実
施
す
る
実
況
見
分
は
、
時
間
経
過
に
伴

う
、
火
災
現
場
の
状
況
変
化
に
よ
る
調
査
障
害
の
防
止
及

び
現
場
保
存
の
早
期
解
除
の
た
め
、
火
災
発
見
か
ら
日
を

置
か
ず
に
関
係
機
関
と
協
議
し
実
施
し
ま
す
が
、
気
象
条

件
、
関
係
者
の
都
合
に
よ
り
、
火
災
原
因
調
査
開
始
が
遅

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
特
異
火
災
に
つ
い
て
は
、

原
因
究
明
に
か
な
り
の
時
間
を
必
要
と
し
ま
す
。

火
災
時
に
は
、
右
記
の
理
由
等
に
よ
り
火
災
原
因
調
査

が
遅
れ
、
地
域
住
民
、
消
防
団
の
方
に
迷
惑
を
か
け
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

南
阿
蘇

の
中
心
と
し
て

発
展
し
て
き
た
高
森
町
。

そ
の
中
で
も
、
商
業
、
行
政
、
教
育
機
能

が
集
積
し
明
る
さ
と
活
気
に
溢
れ
た
中
心

市
街
地
は
、
「ま
ち
の
顔
」
と
し
て
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現

在
で
は
、
郊
外
大
型
店

へ
の
消
費
流
出
な

ど
に
よ
り
、
商
業
活
動
は
縮
小
傾
向
に
あ

り
、
廃
業
や
空
き
店
舗
が
増
え
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
平
成
１３
年
７
月
か
ら

「自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」

と
い
う
基
本
的
ス
タ
ン
ス
に
立
ち
、
行
政
、

商
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
事
業
者
、
地

域
住
民
な
ど
で
中
心
市
街
地
の
将
来
像
や

●

ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
１３
年
Ｈ
月
に
は

商
店
街
を
散
策
す
る
実
験
イ
ベ
ン
ト

「ぷ
―

珍
祭
」
を
行
い
、
「ま
ち
の
魅
力
再
発
見
調

査
」
や

「自
慢
の
逸
品
発
掘
調
査
」
で
訪

れ
た
人
た
ち
の
反
応
な
ど
も
探
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
１４
年
３
月
に
高
森
町
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

「風
と
森
計

画
」
が
策
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ

く
リ
グ
ル
ー
プ

「風
と
森
の
会
」
（山
村
紘

司
会
長
）
が
結
成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
町

や
地
域
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
、
全
町
的

な
ま
ち
づ
く
り
も
視
野
に
入
れ
積
極
的
な

活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
熊
本
県
立
大
学
環
境
共
生
学
部

●   ●

の
学
生
に
も
協
力
を
依
頼
し
、
学
生
な
ら

で
は
の
企
画
提
案
も
交
え
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
始
ま
る
高
森
地
区
都
市
再

生
整
備
計
画
。
国
土
交
通
省
の

「ま
ち
づ

く
り
交
付
金
」
を
活
用
し
、
平
成
２１
年
度

ま
で
の
５
年
間
で
中
心
市
街
地
周
辺
の
活

性
化
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

今
年
度

の
計
画
で
は
、
九
州
産
交
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
跡
地

（
現
高
森
町
役
場

中
央
出
張
所
）
と
高
森
保
育
園
跡
地
約

５
、
０
０
０
平
方
房
に
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

と
中
央
多
目
的
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

１８
年
度
以
降
の
計
画
と
し
て
は
、
年
間

約
３０
万
人
が
訪
れ
る
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園

と
、
こ
れ
ら
施
設
の
間
約
５
０
０
房
を
石

畳
の
道
で
結
び
、
駐
車
場
な
ど
も
整
備
す

る
ほ
か
、
中
心
市
街
地
に
豊
富
な
湧
水
が

あ

っ
た
こ
ろ
、
湧
き
水
を
た
め
て
利
用
し

て
い
た
石
の
水
槽

「水
舟
」
の
復
活
な
ど

も
計
画
し
て
お
り
、
地
域
住
民
と
観
光
客

が
活
き
活
き
と
行
き
交
う
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
空
間
の
創
造
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
観
光
客
の
入
り
込
み
増
を
見
込

み
、
観
光
客
と
地
域
住
民
の
交
流
促
進
を

図
る
観
光
案
内
人
を
現
在
の
２
人
か
ら
・５

人
に
増
や
し
、
専
門
家
や
郷
土
史
家
に
よ

る
研
修
を
実
施
し
、
「ま
ち
づ
く
リ
リ
ー

ダ
ー
」
の
育
成
も
行
う
予
定
で
す
。

「風と森の会」打ち合わせの様子

7 texelroRl Tov/N-2o05.5

蠅
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
係
　
ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
１
０
・２
１
１
）
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募集職種
警察官A 警察官 B

警察行政 警察事務「女性」・「武道指導」

願書配布予定日 4/27 (水 ) 6/30 (木 ) 4/27(水 ) 6/30(木 )
受付期間 5/16(月 )～ 5/27(金) ン15(月 )～ 8260 ツ16(月 )～ 5/27(金 ) ン15(月 )～ 8/26(金)
第 1次試験日 7/10 (日 ) 10/16(日 ) 6/26(日 ) 9/25(日 )

第 1次試験地 熊本市・東京都 熊本市・八代市・本渡市 熊本市・東京都 熊本市・八代市・本渡市

受験資格 ●32歳 までの方

(昭 和48年 4月 2

日以降に生まれ

た方)

●学校教育法によ

る大学 (短期大

学を除く)を 卒
業又は卒業見込

みの方

● 18歳 ～27歳 の

方  (昭和53年 4

月2日 ～昭和63

年4月 1日 生)

●警察官Aの学歴

要件以外の方

●22歳 ～29歳 の

方  (日召和51年4

月2日 ～昭和59

年4月 1日 生)

●22歳 未満の 方

(昭和59年 4月
2日 以降に生ま

れた方)で、学
校教育法 によ

る大学 (短 期

大学を除く)を
卒業又は卒業

見込みの方

● 18歳 ～21歳 の

方  (日召和59年4

月2日 ～昭和63

年4月 1日 生)

※ただし、学校教

育法による大学

(短期大学を除

く)を卒業又は
卒業見込みの方

を除く

お問い合わせ先
熊本県警察本部警務課採用係 TEL 096-381-0110(内 線 2643)
http://wwwpoicepreikumamoto」 p/

中
心
市
街

‐
地
＝
性
化
計
画
策

‐
定
の
ワ

‐‐
―
‐―‐

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足
し
た
会
が

「風
と
森
計
画
」
．を
町
に
答
申
し
た
の
を

機
に
、
こ
れ
ら
を
実
現
に
導
く
た
め

「風

と
森
の
会
」
を
結
一成
し
ま
し
た
。

風
と
森
計
画
の
申
心
綺
議
題
で
あ
り
ま

し
た
産
交
跡
地
及
び
保
育
園
跡
地
の
再
開

発
に
つ
き
ま
●
一
一
町
当
課
と
共
に
議
論

の
」
証
Ａ〓一一
認
が
，
ド
な
一ど
き
、
い
よ
い

よ
実
現
―こ，‥Ｌ
け
一
動
ぎ
．・貯
め‐た
と
こ
ろ
で

す
。
完
成
後
の
社
魔
一か
濠
ャ
籠
磐
一面
で
の

〓
■
の
不
安
も
あ
ぃ
一れ
す
、
が
産
を
心

律
■
に
し
て
い
る
と
こ
‘
●
■
■
一
■

・■
■
」の
会
は
合
貫
な
一策
射
．レ
て
始
．０
た
会

．〓
あ
■
自
■
一
募
■
■
．麟諄
団
」

一は一」一“一醸・諄
一彎一はお需
籟鶴
鎌馴

て
，高‐森
雌
に
雄
灘
生
お
な
だ
の
熱
き
思
い

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ̈
ん
か
。

■
■

．

|||
一̈一一

山村 紘司さん
(高森・下町)

■■■

と藤の会 会長

TAKA
MORI

知
っ
て
お
き
た
い

税

情
一報
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の
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の
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役
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だい   か い じん けん けtヽ 1まつ ちょうないしょうがっ こう じん けん さく ぶん しょう かい

《第 7 人権啓発フェスティバル町内小学校人権作文紹介》ロ

この本はとべないほたるシリーズの中の 1さ つ

です。

8ひきのほたるたちは山のむこうにすんでいる

にじのほたるに会ってみたいと思っていました。
あ        なが  なが  かわ

にじのほたるに会うには、長い長い川をとんでわ

たっていかなくてはなりません。
なか

でもこの 8ひきの中
あじ

にはとべないほたるや足の

おれたほたるがいるのです。
かわ

わたしはとべないほたるはどうやって川をわ
おも         なが  なが  かわ

たっていくのかなあと思いました。長い長い川を

わたっていくのは大変だろうと思いました。

こして行くことになりました。

ほたるたちはにじのほたるに
めい

あ
ノヽ

ん命とんでいきました。 しかし、
み

なかなか見つかりません。

ほたるたちは大きなたきの近くでやすむ ことに

しました。みんなつかれていたので、急いでつゆ
|ま                            あし

くさの葉のうしろにかくれてねました。足のおれ
お

たほたるは落ちないようにしっかりとつゆくさに

17 ′I:AICAヽ 4():RI'r()iヽ″N-2005.5

「とべないほたるを読んで」

高森中央小学校 5年
ζ́、るくち

古口
ゆ か

結香

つか ま りました。 で も、おれた足がが くが くして
あし

うまくつかまることができません。足のおれたほ
お     し

たるはとうとうたきつばに落ちて死んでしまいま
いちばん

した。一番あぶないところにとまっていたからで
じぶん       あんぜん   ば しょ

す。ほかのほたるたちは自分たちが安全な場所に

とまっていたことを反省しました。        0
げつ  よる                            ~

それからまん月の夜にこの 7ひきのほたるのか

なしみや思いや りのなみだが七色に光るようにな

りました。これがにじのほたるだったのです。

わたしはこの本を読んでなみだがとまりません
とも                      おも

でした。そして、友だちにはやさしくしたいと思

ほたるたちはみんなで力を合わせて川をわたる  いました。お友
とも                                   おも

だちだけではなくだれに
き も     も        お

対` して も
も

ことにしました。お友だちがとべないほたるをだつ  やさしく思いやりの気持ちを持ちたいと思います。

‐
●
●
●
●

●
公
共
交
通
機

と
の
連
携
可

な
計
画

●
観
光
客
と
地
域

住
民
の
交
流
促

進
を
図
る
環
境

づ
く
り

育ヒ関

うために一生け

にじのほたるは

せ い

211量
じ ん ん

7ヽ ま

14

ヽ
ヽ
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●
人
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は門地 |
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又

●   ●

ク
/

差 道

●
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
を
生

か
し
た
計
画／́

３
／
Ｃ

／●
周

辺

環

境

に

配
慮

し
た

配

置
計

画

と

す

る 1

バス待機ゾーン

観光交流センター

駐車スペース

散策路

木陰の休憩ゾーン

せせらぎ

屋外トイレ

散策路
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国
民
キ
全
だ
よ
り‐‐

（

年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
ヘ

こ
ん
な
黎鰈
銀
は
、

一臨ん
な
り
鋏
麒
を

◆
年
金
証
書
を
な
く
し
た
と
き
な
ど

「年
金
証
書
」
を
汚
し
た
り
、
な
く
し
た
り
し
た
と

き
は
、
「年
金
証
書
再
交
付
申
請
書
」
を
最
寄
り
の
社

会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て
、
「年
金
証
書
」
の
再
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

「年
金
証
書
」
は
、
年
金
を
受
け
る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
で
す
。
各
種
の
届
出
や
年
金
相
談
の
と
き
に
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
氏
名
が
変
わ

っ
た
と
き

結
婚
や
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
り
氏
名
が
変
わ
っ
た
と

き
は
、
「年
金
受
給
権
者
氏
名
変
更
届
」
（氏
名
変
更
届
）

を
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
「氏
名
変
更
届
」
の
証
明
欄
に
市
町
村
長

の
証
明
を
受
け
る
か
、
ま
た
は

「氏
名
変
更
届
」
に
戸

籍
の
抄
本
か
住
民
票
を
添
付
し
、
必
ず

「年
金
証
書
」

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「氏
名
変
更
届
」
に
住
民
票
コ
ー
ド
を
記
載
し

た
と
き
に
は
、
市
町
村
長
の
証
明
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
東
社
会
保
険
事
務
所

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

６

７

‐

２

５

０

０

住
民
生
活
課
国
民
年
金
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）
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●
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機
さ
ま
ざ
ま
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ベ
ン
ト
に
利
用

．

で
き
る
広
場
を

つ
く
る
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〃

的

に

入

口
■
「

講
演
会
等

ス
テ
ー
ジ

テ
ラ

観
客
席
に
利
用
で

し
た
食
事

討
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
ジ
テ
ラ
ス
】

さ
ま
ざ

が

で
ス
を

妊娠中の

食事のポイント

光
一父

流
フ

一

ヨ
ー

タ

段
階
で
木
造
平
屋

０
平

を

予

町

の
情
報

等

）

発
信
案
内

を
行

い
ま

設

置

ノヽ
イ

ベ
ン
ト

妊娠という新しい現象に適応するために、母体には

今までと違ったいろいろな変化が起こります。この時期

の食生活に気を配りながら、おなかの赤ちゃんと快適

に過ごしましょう。

便秘

自律神経の働きが変わったり、黄体ホルモンの

分泌が増えて、腸の働きが鈍くなり便秘にな りや

すくなります。

観光交流センター平面図

●   ●

・
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多目
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師
か
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保
健
事
業
紹
介

少
子
化
は
、
全
国
的
に
昭
和
５０
年
以
降
低
下
傾
向
を
示

し
て
お
り
、
合
計
特
殊
出
生
率

（１５
～
４９
歳
ま
で
の
１
人

の
女
子
が

一
生
の
間
に
生
む
と
し
た
と
き
の
子
ど
も
の
数
）

は
１
・２
９
と
な
り
ま
し
た
。

高
森
町
で
も
、
平
成
１５
年
度
出
生
数
５２
、
合
計
特
殊
出

生
率
１
・８
５
と
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
３
月
に
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

（風
ま

る
プ
ラ
ン
）
が
策
定
さ
れ
、
総
合
的
に
子
ど
も
の
育
ち
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
地

域
の
財
産
で
あ
り
、
健
や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
み
ん
な
が

願
う
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
①
今
後
、
父
親
・母
親

に
な
る
人
に
関
す
る
こ
と
、
②
妊
娠
中
の
母
と
胎
児
の
健
康

管
理
に
関
す
る
こ
と
、
③
妊
娠

・出
産
に
対
す
る
周
囲
や
社

会
的
環
境
に
関
す
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
妊
娠
中
の
健
康
管
理
を
伺
う

妊
娠
中
を
安
全
に
過
ご
し
て
い
く
に
は
、
妊
娠
を
早
期
に

知
り
、
医
学
的
管
理
を
受
け
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

母
子
手
帳
の
届
出
時
期
は
、
最
も
望
ま
し
い
Ｈ
週
以
内
の

届
出
が
５５
。
２
％
と
約
半
数
。
阿
蘇
郡
と
比
較
す
る
と
早
期

届
出
の
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
妊
婦
健
診
結
果
は
、

異
常
な
し
が
５８
・
６
％
で
す
が
、
貧
血
を
指
摘
さ
れ
る
人
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
出
生
体
重
で
見
る
と
低
体
重
児
出
生
率

（出
生
千

●

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

妊
娠
。出
産
期
を
や
す
ら
か
に
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
年
３
回
開
催
し
ま
す
。
妊
娠
届
を
出
さ
れ
た
人
に
ご

案
内
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
参
加
状
況
は
２０
～
２５
％
程
度
で

す
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
産
院
で
医
学
的
管
理
を
定
期
的
に
受
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
教
室
で
は
参
加
者
同
士
の
仲
間
づ
く
り
や
、

妊
娠
を
き
っ
か
け
に
自
分
や
家
族
の
食
生
活
習
慣
を
見
直
し

生
涯
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
を
考
え
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

妊
娠
中
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
誕
生
後
も
３
か
月
、
１
歳

と
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
と
違
う
リ
ラ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
開
催
予
定
日

５
月
・３
日

（金
）
、
９
月
６
日

（火
）
、
１
月
３１
日

（火
）

○
時
　
間

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

○
内
　
容

妊
娠
中
の
生
活
と
体
の
変
化
、
妊
娠
中
の
栄
養
、
調

理
実
習

。
試
食
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
座
談
会

■
■
□
■展示スペース

・ ▼・  ・ ▼・

町民ギャラリー

管  理
事務室

情報発信
総合案内

メ

中
央
多
目
的

広
場

中
央
多
目
的
広
場
は
，

約
２
、
７
０
０
平
方
研
の

面
積
に
散
策
路
や
イ
ベ
ン

ト
広
場
な
ど
を
設
置
し
ま

す
。
【バ
ス
待
機
ゾ
ー
ン
】

町
民
バ
ス
の
停
留
所
を

設
置
し
ま
す
。

【散
策
路
】

森
林
浴
な
ど
を
手
軽
に

体
験
で
き
る
遊
歩
道
を
設

置
し
ま
す
。

【木
陰
の
休
憩
ゾ
ー
ン
】

落
葉
樹

や
常
緑
樹
な

ど
、
高
森
の
四
季
を
彩
る

木
々
を
植
樹
し
ま
す
。
　

一

【せ
せ
ら
ぎ
】

安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る

憩
い
の
場
を
目
指
し
、
ゆ

る
や
か
な
水
の
流
れ
の
川

を
つ
く
り
ま
す
。

【イ
ベ
ン
ト
広
場
】

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
で
き
る
広
場
を
設
置
し

ま
す
。
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対

1

1

5

4
と
阿
蘇
君『
や
育ヒ

本
県
に
ルヒ
′ヽミ

局
く
な
つ

て

◆ ○出生状況 (

出 生 率

(人 口千対)

低体重出生率
(出生千対)

平成 15年度)      い

罰団|1回副l!目目 t
7.2     7.5    8.8

115.4    95.9    85.6

○妊婦健診結果状況 (平成 15年度)

日団1目露露ヨロロl団騒
異 常 な し

要 1旨 導

要 医 療

貧   血

58.6%

13.8%

27.6%

31.0%

61.4%

7.1%

31.9%

33.5%

62.6%

9.2%

28.6%

32.0%

肯う
・ゴ
議

９

欄り平し大経の酢の物
□材料 (4人分)
切り干し大根24g、

にんじん12g、 レモ
ン6g、 塩ふき昆布3
g、 酢大さじ1強、薄

回しようゆ小さじ1、

砂糖大さじ1強

絞 っ

□作り方

①切り干し大根はぬるま湯につけてもどし

ておく。

②にんじんはせん切りにし、熱湯をかける。

③レモンは薄くいちょう切りにする。

④①②③に塩ふき昆布を入れ調味する。

栄養士の
いただきま～す

デッキテラス

休憩室

倉庫 1
倉庫3

風
除

室

倉庫

厨  房

前室

食事スペース

倉庫 5ステージテラス倉庫4

デッキテラス
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満    鶏 と   潤 監穐 蝙 力ヽ れ    る
■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

家族経営協定調印式

「家族経営協定調印式」が役場で行われました。

家族経営協定とは、農業に従事している家族全員

が協定を結ぶことで、家族同士の活発な意見交換を

促し、一人ひとりが意欲を持って農業に取り組もう

というものです。

調印式には、今回協定を結ぶ 3家族が出席。家族
の給料や作業の分担、労働時間などを定めた協定書

に署名、押印しました。

春の全国交通安全運動
「春の全国交通安全運動」が 4月 6日 から15日 ま

での10日 間実施され、全国各地で街頭指導や講習

会などが展開されました。

今回の統一スローガンは 「高齢者 あなたのマ
ナーで防ぐ事故」。町内でも街頭指導やキャンペー

ン等が行われ、交通安全推進協議会の会員らが交通

事故防止を呼びかけていました。
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町立保育園合同入園式 ● .●

平成 17年度当初予算の概要

平成 17年度 高森町予算一覧表
1目日目

一    般     会     計

鉄 道 経 営 対 策 事 業 基 金 特 別 会 計

農 業 用 水 供 給 事 業 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

● 老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

機

３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
平
成
１７

年
度
予
算
案
が
可
決
。　
一
般
会
計
総
額

は
４３
億
５
、
０
０
０
万
円
で
、
対
前
年

度
比
０
・
４
％
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
未
来
を
見

据
え
た

「活
力
と
潤
い
あ
ふ
れ
る
高
森

町
」
を
創
生
す
る
た
め
、
効
率
的
な
予

算
執
行
を
推
進
し
ま
す
。

′
ミ
リ
／

4,350,000

5,778

14,720

897,900

369,759

1,113,630

603,467

4,366,000

849

15,036

863,541

155,148

1,148,667

621,366

△ 16,000

4,929

△ 316

34,359

214,611

△ 35,037

△ 17,899

爺た話

単位 :千 円

(△ 04%)

(580.6%)

(△ 2.1%)

(4.0%)

(138.3%)

(△ 3.1%)

(△ 2.9%)

10

綺
ハ
面
剛
剛保育園合同入園式」が林業総合センターで

行われました。

今年は色見保育園に4人、草部保育園に 1人、野

尻保育園に 2人のお友だちが新たに加わりました。

式では、在園児が新入園児に歓迎の歌をプレゼン

ト。「今 日からみんなお友だち、仲良しこよしで遊

びましょう」などと歌っていました。

高森中学校
屋内プール落成式

高森中学校に屋内プールが完成し、落成式が行われ

ました。

プールサイドで行われた落成式には、藤本町長や町

議会議員、教育委員会関係者など約60人が出席。藤本

町長、吉岡校長のあいさつの後、生徒会長の三森隆寛

君が感謝の言葉を述べました。

屋内プールには7コース25mプールのほか、遊泳プー

ルも備えてあります。

●

●

会  計  別 前年度予算 増   減

主
要
な
事
業

一
中
心
市
街
地
活
性
化
拠
点
施
設
整
備
事
業

…
２
億
５
、
０
０
０
万
円

一
菅
山
飲
料
水
供
給
施
設
新
設
工
事

…
１
億
９
、
５
０
０
万
円

統
合
保
育
園
建
設
事
業

…
１
億
円

■
味
鳥
飲
料
水
供
給
施
設
新
設
工
事

…
２
、
８
０
０
万
円

●
色
見
環
状
線
道
路
整
備
事
業

…
２
、
７
０
０
万
円

●
社
倉

・
水
迫
線
道
路
整
備
事
業

…
２
、
６
０
０
万
円

■
中
川
原
線
道
路
整
備
事
業
…
２
、
４
０
０
万
円

下
町

・
昭
和
２
号
線
道
路
整
備
事
業

…
２
、
１
０
０
万
円

■
井
上
線
道
路
整
備
事
業…
２
、
１
０
０
万
円

横
町

・
湧
水
館
線
道
路
整
備
事
業

…
２
、
０
０
０
万
円

天
神

・
前
原
線
道
路
整
備
事
業

…
２
、
０
０
０
万
円

〓
色
見
小
学
校
跡
地
活
性
化
施
設
整
備
事
業

…
１
、
５
０
０
万
円

一
村
山
１
号
線
道
路
整
備
事
業

…
１
、
３
０
０
万
円

，
南
片
山
線
道
路
整
備
事
業
…
１
、
３
０
０
万
円

≧璽E111
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平
成
１７
年
度



2億円

パー ト収入
【使用料】【手数料】など9億 5千万円

【民生費】

平成 17年度

一般会計
予算総額 431意5,000:万円|

商工費

155,530千 円 (36%)
消防費

155,228千 円 (36%)
議会費

83,926千 円 (19%)
災害復旧費

49,825千 円 (12%)
予備費

10,000千 円 (02%)
諸支出金

1,006千 円 (00%)

使用料及び手数料

199,459千 円 (46%)
地方譲与税

113,500千 円 (26%)
繰越金

70,000千 円 (16%)
地方消費税交付金

65,000千 円 (15%)
自動車取得税交付金

30,000千 円 (07%)
分担金及び負担金

28,001千 円 (06%)
地方特例交付金

15,000千円 (03%)
財産収入

10,271千円 (02%)

181千 円

歳  入
4,350,000千 円

(100%)

諸収入         ●

6,773千 円 (02%)
ゴル フ場利用税交付金

6,500千 円 (02%)
利子・配当・株式割付交付金

5,950千 円 (01%)
交通安全対策特別交付金

1,500千 円 (00%)

寄附金

130千円 (00%)

地方交付税
1,889,000千 円

(434%)

●   ●

●光熱費 【総務費】

8億 3千万円

医療・衛生費
【衛生費】

2億 7千万円

□―ン返済
【公債費】

7億 9千万円

将来への投資
【商工費】

1億 6千万円

給料 【町税】

5億円

預金引き出し
【繰入金】 2億 6千万円

実家からの仕送り
【地方交付税】【国庫支出金】【県支出金】

24億 6千万円

□―ン借り入ね
【町債】 5億 8千万円

その他 【地方譲与税】【利子割交付金】
など   3億 5千万円

すみれフェスタ2005
4月 3日 か ら10日 まで 「すみれ フェスタ2005」

が開催されました。

会場の休暇村南阿蘇には、全国各地から集められ

c)たすみれ約100種類、360鉢が並べられ、訪れた人
たちの目を楽しませていました。

また、 9日 には 「すみれに捧げるコンサー ト」も
開かれ、森のこえやはなしのぶコーラス、後藤亮子

さん (高森・横町)らがさわやかな歌声や演奏を披
露していました。

高森峠千本桜「桜まつり」
4月 2日 から17日 まで「桜まつり」が開催され

ました。

会場の高森峠九十九曲がり自然公園 (千本桜)は、
バスツアーや家族連れなどたくさんの花見客で大に

ぎわい。満開に咲き誇るピンクの桜が、見る人の心

をいやしていました。

また、最終日には高森阿蘇神社神楽や阿蘇琴友会

高森教室の皆さんの大正琴も披露され、訪れた観光

客は高森の春に大満足の様子でした。

トロッコ列車発車式
南阿蘇鉄道のトロッコ列車が運行を開始しました。

高森駅ホームで行われた「発車式」では、高森幼稚

園児が合唱を披露。園児4人によるくす玉割りも行われ

ました。その後、「一日駅長」となった永田青鳥君と阿

蘇お猿の里。猿まわし劇場の雄ザル「とまと」が出発を

合図。約50人の乗客を乗せた列車は、ゆっくりと走り出

しました。

トロッコ列車は、 11月 13日までの土日祝日と春・夏休

み期間中の毎日運行されます。

衛生費

土木費

342,897千 円

(79

(63%)

円千

＞

費
獅
％

生

７
，
‐

２１

民

９４

＜

歳  出
4,350,000千 円
(100%)

公債費

793,075千 円

(182%)

総務費

828.232千 円

(190%)

町債
580,700千 円

(134%)

家の修理費
【土木費】

3億 4千万円

子どもの学費
【教育費】

3億 7千万円

個
人
の
家
計
に
例
え
る
と
…

その他 【議会費】【農林水産業費】【消防費】
【災害復旧費】【予備費】【諸支出金】

6億 4千万円
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264,116千 円

(61%)

県支出金
320.068千 円

(74%)

教育費

372.031千 円

(86%)
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4)昨 年より高森東小学校でお世話に

なっています。毎日、素晴らしい景

色を楽しみながら通勤しています。

元気いっぱい笑顔いっぱいの子ども

たちと一緒に、仲良く楽しく活動し

ていきたいです。

たかみや  な な

高宮 奈々
講
師

一な
し
ド
ラ
イ
ブ
、
映
画

鑑
賞

_ユ_~▼
,

F〕
L

森
ロ
dゝ
圏翌園

高森町の自然は、日にも心にもとて

も優しく映ります。高森町の皆さん

と触れ合うと本当に温かい気持ちに

なります。この地に住んで 4年目に

入りました。一町民として地に足を

つけて頑張ります。

おばら   じゅんこ
小原 純子

教
諭
草
部
中
学
校

も
の
づ
く
り

教
諭
蘇
陽
中
学
校

一テ

ニ
ス
、
よ
く
食

べ
よ
く
寝
る
こ
と

春色の汽車に乗ってやって参 りまし

た。私は一言で言えば 「赤いスイト

ピー」のような人間です。花言葉が
「デリケー ト」ですから。でも高森

町では元気に頑張ります。あなたの

心の岸辺にそっと咲きます。

たかふみら
キ
ー

む
＋
↑

は
今 ェL_―、■■

貝 X

1饉国

教
諭
菊
陽
中
学
校

生
き
物
の
飼
育

・

栽
培

(●母校での勤務に身の引き締まる思い

です。私は自然に恵まれ、人情味あ

ふれる地元高森町を誇りに思っていま

す。活気あふれる子どもたちと共に学

びあい、精一杯頑張ります。

うどう

有働 ほずみ

0教科は美術です。阿蘇郡に勤務して
早いもので 13年 目になりました。

高森東中学校の校区はとても広いと

聞きました。行く先々で美しい風景

や温かい人情に出会えることを楽し

みにしています。

小野 介
ゆう

祐
すけお  の

E翌□

_ユ_~■
2

F〕
t_

森
ロ
冽ゝ

教
諭
長
陽
中
学
校

写
真
、
卓
球

教
諭
車
部
中
学
校

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

の
応
援

はるかにのぞむ根子岳、緑に囲まれ

たグラウンド、温かみのある木の校舎

…素晴らしい環境の下、高森中学校の

活気と元気を毎日感じています。新

鮮な気持ちを持ち続けて、一日一日を

頑張りたいと思います。

こざき   かずみ
小崎 佳澄 電ゴ

繊珂

1日麗量琶ヨ

この 4月 に宮崎県より参 りました。
とはいえ実家は隣の高千穂町。以前

より高森町には来ていたので、熊本

で初めての仕事が高森町でできるこ

とをうれしく思います。

臣轟祗

はやし  まこと

林  誠
講
師
大
塚
中
学
校

パ
ソ
コ
ン
、
旅
行

初めまして。本年度より高森中学校

に勤務することになりました。高森

町には何度か訪れたことがあり、高

森中学校に来れて、とてもうれしく

思います。高森町のことをたくさん

覚えていきたいと思います。

■_

森

まつもと  ま み

松本 真美
_ユ■~t,|・
|

F〕
教
諭
玉
名
中
学
校

ド
ラ
イ
ブ

草部中学校が閉校となり寂しい思い

をしていましたが、子どもたちと共

に高森東中学校に来れて、また新た

なスタートが切れることをうれしく

思っています。精 一杯頑張りたいで

す。

高
森
束
圏

いちはら さ ゆ り

市原 小百合
①
教
諭

②
草
部
中
学
校

０
ド
ラ
イ
ブ

Jユ_~EP

T可
」ト

森
ロ
4ゝ
1田ロヨ

校
長
草
部
中
学
校

散
歩
、
ジ

ョ
ギ

ン

グ

新たな出発をする高森東中学校に勤務

することとなりました。バス通学を余

儀なくされますが、これを乗り越え、

生徒一人ひとりが将来をたくましく生

き抜く力を備えるよう、精一杯努力し

教育に当たりたいと思います。

とくぶち  すみお

徳渕 澄夫

風鎮祭や尾下神社大祭、草部古見神

社大祭その他多くの素晴らしい風物

詩に触れ、ここ高森町に在住して 7

年目となりました。しかしまだまだ

知 らないことばかりです。町内で会

いましたら声をかけてください。

のじり

野尻

はやと

隼人 高
　
森
1冒回

教
諭
高
森
東
中
学
校

芸
術
鑑
賞
、
ス

ケ
ー
ト

④ 草部中学校に 5年間勤務し、

学校統合により高森東中学校に赴任

しました。阿蘇町 (現阿蘇市)の 生
まれで、阿蘇の大自然に愛着を持っ

ている者の一人です。埋科を担当し

ます。

高
森
束
圃
抑

①
教
諭

②
草
部
中
学
校

③
食
べ
歩
き
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車部南部小学校に引き続き、

豊かなこの高森町で子どもたちの教育

に携わることができ、うれしく思いま

す。今年度統合した高森東小学校で、

地域の皆さんと学校と一体となって子

どもたちの教育に力を尽くします。

゛ユ_
▼,

「
■
ガト

羽 ｀

置
4ゝ

人'1青 1朱

とくまる  まこと

徳丸  誠

スス 坂 教
キポ 梨 諭
1  1  ′」`
1 に半:

ツ 票
観
は

戦

高森中央小学校は、子どもも先生方

もとても活気のある学校だと思って

います。子どもたちや先生方に負け

ないよう、一生懸命に頑張 ります。

家は西原村で、阿蘇の大自然の中通

勤できることをうれしく思います。

_』
=‐▼,

了t可
ジ麓ニ

オ不こ

ヤ
」ヒ
ノ ゝ

さかた  まさかず

坂田 正和

,水と緑、そして人の温もりのあふれ

る高森町に勤務できることをうれし

く思います。学校の窓日として、保

護者や地域の皆さんと早く知り合い

になりたいと考えています。

読 波 教
書 野 頭
｀

小

音 学
楽 校
鑑
ξ
=護

ひがし しんいちろう

東 伸一朗 マデ

ド壕
_二‐

弄摯

や
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きた   ゆ み
▼,

T可
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森
ニ
」
『dゝ

北  由美

書 草 教
道 部 諭｀
南
ス 部
ポ 小
1学
ツ 校

草部南部小学校から子どもたちと一緒

に来ることができ、とてもうれしいで

す。地元出身ですが、高森町の広さ、

雄大さに改めて驚いています。明るく

素直な子どもたちと共に新たな気持ち

で一生懸命頑張りたいと思います。

_ユ_~=,

ド可
‐

募瑠に

ヤ
」L
ノ ゝ

こばやし ふ み よ

小林 富美代

ス 乙 講
ノ 女臣 自雨
1小
ボ 学
1校
ド

困罰コ

④高森町の皆さん初めまして。私は
現在 24歳で、趣味はスノーボー ド
です。高森中央小学校では、若さ

を生かして何事も一生懸命頑張 り

たいと思います。

きたざと  まさよ

.三.||`' 」リ
ピシ 中 教
ア ョ松 諭
ノ 、ヽ′ ′」`′

き t

r十

シ校
グ

て ,

Vf議
ガ整

オ巧t

や
」鳳
ノ ミは

北里 雅代

恥自宅は益城町ですが、阿蘇の景色

が大好きです。今年度も美しい阿

蘇の景色を眺めながら、仕事がで

きることをたいへん幸せに思って

います。

ほんだ   みきお

本田 幹雄

は 山 産 教
あ 善 山 諭
り首 中
まス 学
せ登 校

ι山
で

④ 6年前まで高森町にお世話になり、
上村 (現あさぎり町 )、 五木村、産

山村と流れ流れて、再び高森町に舞

い戻って参りました。新生高森東小

学校の発展に微力ながら貢献したい

と思います。

モデ

「
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L

森
ロ
ノ4ゝ

“

)雄大な自然の素晴らしさと人情味あふ

れる高森町のことが少しずつわかりか

けてきたところです。未来に向は キ

ラキラ輝く目を持った子どもたちのた

めに何ができるか考え、誠心誠意頑

張っていきたいと思います。

す わ  たかひで

諏訪 孝英
ご 晏
IP
It=〕
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森
_3,

■7
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.3).2,①
演 草 教
劇 部 頭
南
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学
校

おがた   のりこ

緒方 紀子 だ三
Iマ

98鰍 】森こ
除 田 諭 _L
墓坐 Ч′
募機 :典ヒ
1畷□

て 8年 目。南阿蘇の

きです。これからど

に出会えるのか楽し

出会いを大切にして

いと思います。

④阿蘇に勤め始め

自然もとても好

んな子どもたち

みです。人との

頑張っていきた |

うちだ   かずき

内田 多紀
ボ 音 湯 養
1薬 山 護
ド
~ミ

小 教
ス 学 諭

ブ校
|

④球磨から高森町に来で 景色の雄大
さに感動しました。この素晴らしい環

境の中で子どもたちと「明るく元気に」

をモットーに頑張りたいと思います。
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永田 とし子

00①
歌 草 教
う 部 諭
こ 南
と 部
小
学
校

④縁あって、車部南部小の子どもたちと
共に高森東小に参りました。学校から

根子岳の山頂が見渡せ、気持ちが大ら

かになります。ここで「統合して良かっ

た」と言われるように、 自分の持ち味
を出していきたいと思っています。
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③ ② ①
ゴ 長 教
ル 陽 諭
フ 小`
学
釣 校
り
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森
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1藍□

ほんだ  せいじ

本田 誠治

④ 阿蘇の人や自然が大好きで阿蘇はも

う8年目となりました。多趣味でい

ろんなことに手を出していますが、

昨年 10月 に娘が生まれましたので、

今は専ら娘と遊ぶことが趣味になっ

ています。
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